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B リンパ球の終末細胞であるように，組織肥満細胞は ， T リンパ球の終末細胞であるという仮説を提
出している。肥満細胞の前駆細胞についての，我々の造血組織由来説と‘ Ginsberg，石坂， Burnet 
のリンパ組織由来説の聞の不一致は，我々の結果がー iη vivo で得られたものであるのに対して、
Ginsberg と石坂の実験が， i n vi t ro で行なわれているためかもしれない。本研究の主要な目的は，




~ 1) 肥満細胞を欠損する WBB6FI-W/.Wマウス (WBB 6F 1一+/+)の骨髄細胞又は牌細胞 2 X107 
個静脈注射。 15週たつと ， W/W マウスの皮膚，腸間膜，胃，盲腸における肥満細胞数は， +/+ 




(3) X線照射した C 57BL/ 6-+/+マウスに C57B L/ 6 -bgJ / bgJマウスの胸腺細胞 (10 8個)と C57
BL/ 6 -+/十マウスの骨髄細胞 (10 6個)を混合して注射しでも，巨大頼粒をもったー bgJ/ bgJ 
由来の肥満細胞は出現しなかった。
(4) あらかじめ抗 Thy- 1. 2 抗体と補体で処理することにより ， T リンパ球をとりのぞいた WBB
6 Fl-+I+マウスの骨髄細胞を。 WBB6Fl一日ゲ Wマウスに注射しでも.院(WVマウスの肥満細
胞欠損症は治癒した。
(5) 胸腺摘除した C57BL/ 6 -+/+マウスに X線照射後， T リンパ球をあらかじめ取り除いた， C 
57 B L/6 -bgJ / bgJマウスの骨髄細胞を注射した場合にも，巨大頼粒をもっ bgJ/ bgJマウス由来の
肥満細胞が出現した。







来の前駆細胞が肥満細胞に分化する際には ， T リンパ球や胸腺の存在は。必須で、ないと思われる。
論文の審査結果の要旨
本論文は組織肥満細胞の起源と分化過程についてー 1 組織肥満細胞の前駆細胞は‘リンパ事且織起源
ではなくー造血組織起源であること。 2. 骨髄由来の前駆細胞が肥満細胞に分化する際には . T リン
パ球や胸腺は必須ではないことを示したもので‘肥満細胞の生物学に新しい知見を加えたものと判断
する。
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